
エネルギー経済のためのデータベース

小川芳樹

1. はじめに

イラン危機に始まる第二次石油危機以降，エネ

ルギー問題の比重は，社会の広範な領域に大きな

インパクトを与える重要な問題として，いや増し

に増している.これにともなし、，次元の異なる大

量のエネルギ一関連情報が，社会を奔流となって

逆巻いている.種々のエネルギー問題に対処し，

最善の対策を迅速に講ずるためには，コンビュー

タの高速処理機能と大容量蓄積機能を活用したエ

ネルギー・データパンクを構築し，種々のエネル

ギ一関連情報を整理・標準化することが不可欠で

ある.本論では，エネルギー経済の諸問題を研究

するのに必要な種々のデータを形式的に，時系列

数値情報，非時系列数値情報，文章情報の 3 種に

区分して考えてみよう.

2. 時系列数値情報のためのデータ

ペース

ここで、いう時系列数値情報とは，定期的間隔で

発表される統計数値データに対する総称である.

エネルギーの方面でも，通産省やエネルギ一関連

業界の努力で，だんだんと基礎統計体系が整備さ

れており， Iエネルギ一生産・需給動態統計月報j ，

「エネルギー消費動態統計月報j ， I ガス事業統計

おがわ よしき (財)日本エネルギー経済研究所

1982 年 4 月号

月報j ， I電力調査統計月報j ， I鉄鋼統計月報」な

どの形で，月，四半期あるいは年をベースとする

種々のエネルギ一関連の統計数値が発表されてい

る.

このような時系列数値情報に対して， (財)日本

エネルギー経済研究所は，日本経済新聞社とタイ

アップしてエネルギー・データパソグを構築し，

日本経済新聞社の NEEDS-TS を通して INEE

DS-IEE エネルギー・サービスj を行なってい

る.本サービスを利用すると，オンライン公衆回

路網の端末装置から簡単なコマンドを入力するこ

とにより，エネルギー・データパンクを呼び出し，

NEEDS-TS のソフトウェア機能を利用して，時

系列分析，曲線あてはめ，回帰分析，季節調整な

どといった種々のエネルギ一経済分析を容易に行

なえるようになっている.さらに高度には，回帰

分析の結果を踏まえて，計量経済学手法にもとづ

いた短期，中長期のエネルギー需要モデルを構築

し，予測を行なうことも可能である.

ここでは，このデータパンクを組織的に利用し

た事例として，日本のエネルギー・パランス表の

作成結果を紹介したい.エネルギーは，社会経済

活動の諸過程を種々の 2 次エネルギーへ転換しな

がらフローし，消費されていっている.このよう

な多元的で，多様な段階を流動していくエネルギ

ーを統一的にかつ定量的に捉えるためには，横行

に種々のエネルギー資源を配し，縦列には社会経
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図 1 日本のエネルギー・バランス表(1979年度，単位: 1010 kcal) (一部)
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済活動の各部門を配したマトリッグスの型を取

り，統計表として表示することが最適である.

図 l に(財)日本エネルギー経済研究所で作成し

ているエネルギー・パランス表の一部分を示す.

このエネルギー・パランス表の場合，横行には石

炭，原油，石油製品，天然ヵース， LNG , コーク

ス，高炉ガス，薪，木炭，電力など総合計も含め

て全42行が配されている.縦列には次エネル

ギー供給 6 部門，エネルギ一転換12部門，エネル

ギー産業自家消費 7 部門， ロスと統計誤差 2 部

門，最終エネルギー消費43部門の全70列が配され

ている. 1 次エネルギー供給部門は次エネル

ギーの国内生産，エネルギーの輸出入，在庫変動

を記載し，国内外へのエネルギーの出入りが表現

されている.エネルギ一転換部門は次エネル

ギーの原料投入と 2 次エネルギーの産出が記載さ

れ，エネルギ一転換プラントにおけるエネルギー

収支が表現されている.エネルギー産業自家消費

部門では，これを転換プラントにおける一種のロ

スとしてみなそうとの考え方に沿って，エネルギ

ー産業の自家消費が最終消費部門から分離されて

いる.最終消費部門では次エネルギーがその

まま，あるいは 2 次エネルギーに転換されて最終

的にどのように消費されていったかが表現されて

いる.エネルギー・パランス表では， リンゴとミ

カンのたし算，ひき算を避けるため，統一した単

位として 1010 kcal を用いている.

さて，このようなエネルギー・バランス表のベ

ースとなる基礎統計は，すでに述べたような政府

・業界から発表される時系列統計である.これら

の大部分は， NEEDS-IEE エネルギー・データ

パングに毎月蓄積されていっているが， (財)日本

エネルギー経済研究所では，この他に特殊な統計

のいくつかと熱量換算係数(各エネルギー源の固

有単位から kcal に換算する係数)をユーザーパン

クに蓄積し，両方をあわせてエネルギー・バラン

ス表の計算を行なっている.エネルギー・バラン

スの計算式は，計量モデルと同じ形でファイルに

1982 年 4 月号

格納されており，簡単な10種類程度のコマンドを

操作することにより，エネルギー・データパング

とユーザーパンクの双方から必要な値を呼び出

し，ガウス・ザイデル法で瞬時の内に各エネルギ

ー・パランス値を求めることが可能となってい

る.

(財)日本エネルギー経済研究所では， 1965年よ

り四半期ベースでエネルギー・パランス表の計算

を行なってきており，今後も新しい統計がデータ

パンクに入るたびに四半期で順次更新していく体

制となっている.また，計算したエネルギー・パ

ランス表のデータは， NEEDS-IEE エネルギー

・サーピスのサテライト・パンクの 1 つとなって

おり，エネルギー・データパンクと同様に種々の

エネルギー経済分析に利用していくことが可能で

ある.このようにエネルギー・データパンクを利

用した統一性のある 2 次加工データの作成とデー

タパンク化は，エネルギーの方面では他に類をみ

ないであろう.

3. 非時系列数値情報のためのデータ

ペース

前節で述べた時系列数値情報とは異なって，種

々の理由によって明確な時系列とならない数値

や，単発で現われるため本質的に非時系列的な数

値の一群がある.また組織的に集計した統計とな

って現われず，新聞や雑誌に次々に現われては消

えていく多くの数値情報がある.非時系列数値情

報とは，このような数値情報に対する総称であ

る.

非時系列数値情報のデータベースを作成し，エ

ネルギー経済の研究に利用していくことはできな

いであろうか.まずデータベースの利用面から考

えてみよう.

非時系列数値情報データベースの利用の第 l

は，新聞，雑誌に次々に現われては消えていく数

値を拾い集めていくことにより，ある時点で蓄積

した結果を集約して一覧表とすることである.エ
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表 1 非時系列数値情報データパンクで必要なキーワードの種類

~ エレメント 内 容 |検索
エネルギー・資源 種類(原油，石炭， etc) 。

2 計量項目 埋蔵量，生産量， etc 。

3 地 域 国別，地域別， etc 。

4 期 種 年別，四半期別，月別，日付別 。

ラ 期 間 From...To・.. 。

6 出 典 文献名， 日付，巻，ベージ 。

7 出 所 団体名，個人名 。

8 入力日付 データベース・システムに入力した年月日 。

9 Suffix 同一テーフ.ルを示す番号 。

10 単 位 bbl, kl, etc X 

11 引用文献 文献名，日付，巻，ベージ ﾗ 

12 コメント 数値に対するコメント X 

13 値

ネルギ一価格に関するデータは，時系列統計で発

表されているものでは不十分であるから，特にこ

のようなデータベースの利用が有効であると考え

られる.

利用の第 2 は，時の順に並んではいるが，値の

変わる間隔が不定であるため非時系列の様相を呈

する数値を時系列指標に加工することである.こ

の典型的な例としては，各油種の原油価格からO

PEC の平均原油価格を求める過程を上げること

ができる.各油種の原油価格は価格変化の月日が

一定していないので，非時系列数値情報である.

まず油種の月別平均価格は，変更のない月はその

まま，変更のある月は変更前と変更後の日数で加

重平均して求める.国別の平均価格は，油種別の

平均価格を各油種の生産量で加重平均して求め

る. OPEC平均価格は，さらに国別平均価格を

各国別の生産量で加重平均して求める.このよう

に非時系列数値情報を種々の方法で時系列数値指

標に変換することができれば，前節で述べた時系

列数値情報の利用法を適用することが可能であ

る.

利用の第 3 は，データベースに蓄積した数値情

報を共通の形と単位で出力して，種々の比較を可

能とすることである.このような利用の典型的な

適用としては，エネルギー需給予測の比較を上げ

200 (22) 

X 

ることができる.たとえば，エクソンとかCIA

が定期的に行なっているエネルギー需給予測を時

系列に並べ，どのように予測が変化しているか，

変更した理由は何かなどを分析するといったこと

である.

さて，非時系列数値情報のデータベースとして

は，現在完成したものはない.非時系列数値情報

を蓄積していくためには，表 1 ~こ示すようなキー

ワードを付加して数値情報とともに蓄積し，この

キーワードにもとづいて統計表を作成し，データ

加工と単位変換を行なうようなデータベース・マ

ネージメント・システムを開発することが必要で

ある. (財)日本エネルギー経済研究所では，現在

このようなシステムの開発を行なっており，いく

つかの改良は必要であるが，ょうやく試験的なデ

ータベースの整備を行なえるシステムができあが

ってきた段階である.

4. 文章情報のためのデータペース

これまで述べてきた数値情報の他に，エネルギ

ー経済の研究には，圏内あるいは海外の新聞，雑

誌のエネルギ一関連の記事が大きな役割を果たし

ている. (財)日本エネルギー経済研究所でも，約

70の海外紙誌からエネルギ一関連記事を抽出し，

海外情勢の動向分析を行なっている.この作業課
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程で膨大な量の切り抜き原記事が蓄積されるが，

この原記事を過去にさかのぼって利用する体制が

できないかということが大きな課題であった.そ

こで， (財)日本エネルギー経済研究所では， 1979 

年 1 月から，日本経済新聞社の情報検索システム

NEEDS-IR の入力形式にあわせて，原記事を40

字のインデックスにまとめ，日付，紙誌名，記事

の大きさなどを加え，種々のキーワードを付する

ことによりインデックスのデータパンク化を行な

っている.このデータベースはすでに 3 年 2 カ月

の蓄積となっており，データベースからの出力と

して， (財)日本エネルギー経済研究所の海外紙誌

記事インデックスと日本経済新聞の圏内紙誌記事

インデックスを，同じエネルギ一関連項目と地域

で分類した「世界エネルギー情報」を月刊してい

る.

また昨年，電々公社より大変コンパクトな漢字

端末装置が販売され，電々公社の DEMOS-E セ

ンターを呼び出して，インデックスのオンライン

検索を行なうことができるようになった.ょうや

くインデックスに付されたキーワードをフルに利

用してクロス検索で利用する体制に入ることがで

きたのである.

図 2 にこの文章情報データパンクから検索した

出力の一例を示す.これは，クウェートと原油と

プレミアム販売F という 3 個のキーワードの積

を取って出力したものである.一番上の記事は

Middle East Economic Survey(紙誌 MES) の

81年 4 月 6 日号(日付810406) の第 1 ページ(紙面

1 )に掲載されたものである.番号4002は，同じ

81年 4 月 6 日の日付の中で第 2 番目のものである

ことを示している.全体の記事インデックスの20

%ぐらいのものに対して， 40字のインデックスの

他に，この出力例でみられるような 200 字の要旨

が付加しである.もし原記事をみたい場合は，日

付別に(財)日本エネルギー経済研究所でファイル

・ボッグスに蓄積してあるので， 日付と番号から

容易に引き出すことが可能となっている.

1982 年 4 月号

このデータベースの利用方法としては，特定の

テーマで過去に遡及して，記事内容を知りたい

時，まずインデックスの検索により記事の動向を

おさえ，その中から重要な記事について原記事を

引き出して検討するという方法をとるのが最もオ

ーソドックスである.特に自分の.bだんなじみの

少ないテーマについて動向を把握する必要が生じ

た場合，その威力は絶大なものがある.たとえば，

海外出張のおりなどは， 目的国に対するインデッ

クスを出力して持参すれば，飛行機の中で各国の

概要を十分把握できるわけである.

すでにニューヨーク・タイムズ・インフォーメ

ーション・データパンクは，ニューヨーク・タイ

ムズの記事全文データパングを開始しつつあり，

必要な記事の全文をオンラインでコンピュータか

ら出力する時代もさして遠くはないと考えられ

る.

文章情報データベースの利用法は，すでに述べ

Tこ一般検索による方法が現在のところ主となって

いるが，この場合，人聞が最終的には密度の淡い

文章情報の中から必要な情報を時聞をかけて集約

してくることになる.文章情報のより高度な利用

法としては，文章情報からある特定の情報を機械

的に抽出集約して分析することである.

このような方向性の第!としては，記事の内容

分析と数量化理論の手法を駆使して，文章情報を

数の言語に変換して利用できないかということで

ある.このような利用は，手作業では国際関係論

の分野で種々行なわれているが，コンピュータを

使用して大量に作業できるようにした例は現在ま

でのところない. r世界エネルギー情報」のイン

デックス・データベースで、は，キーワードがある

意味で，このような内容を集約した情報となって

いるから，キーワードの頻度数に対して，主成分

分析，回帰分析，数量化理論といった方法を適用

して分析することは，大変興味深い分野の 1 つと

なるであろう.

文章情報からある特定の情報を集約して利用す
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N E E 0 5 -i R /IEE 8 1 隼 o ï 月 1 3 臼 i 頁
日付 番号紙誌紙面記事行数抄録通番

ヲコ.I: -"，プレミアム安渉てメジャーと衝突ーー代管顧客を確保。
810406-4002 ~lES • 

� 1 年 4 月。ラの再契約受渉次第('. 'i ウエートの原油販売バヲーンに'7<.雪な
変化 Ií 起こ >J 骨う F 島長 s 現在.主要顧客でる.; ~エル、 B P 台よぴ 15 )~ ")・
オイルは‘同国石油公社 (K P C) のアレミ?ム要求に抵抗している，これは
3 t:土への原油1苛i嘆しが大幅に削減吾れることを意昧しぞおけ、すてI に!( F C .,. 
、 3 祉に代わる顧客を見つけととの情綴 t 島る.また同国仁也、現在の石油宝
産【臼量 150 方〆ーレル}を削減す号計画もある，

? .，工- ~， :Jj i J，.フ シ工 J~ どの長期契約更新て全置にプレミアムを萎求，

810401-4024 W! 4 119 ・ 2
73 工ート政府は、土，L "7‘シ工)~との長期製約更新に際し‘全契約にプレミ
?ムのよ重量せを要求した 9 P にも問機の指置 IÏ' とうれるもようで畠否。こ tl
., 3 社 ii ，守フエートの石油生産自量 1 30 万バーレルのうち、合計 45 万メ
- ~ IJ,. (うち半量は Jピーレ JI，.当たり 5 ， 50!" I t，. のプレミ?ム付曹)を号 i 曹取
っている a 今回の治置に対 Lh さき石油会社担当者は、現在の南場環浸から、契
約を破棄されて b プレミ?ムを拒否するど逮べている.

B F とシェル、 7 フエートのプ ν と下品要求に対 (...1司直のお万を見守吾態度占

810401-4025 PN ・ 3
ロンドン石油業界筋は、?っ工ート若手工;1，.との契約で、全量にプレミ1''-'要

求の通告を行=之としてい~.同様の要求訴‘ガ)1，. -;には出されたが. B P Iよ
受けてい本いもようで島 9. 関係筋 ti. プレミ1'i.，をドーレ I~ 当とりおよそ 3
ドル以下と見て~，る，現在までのところ、シェルと B P u ブ ν~ l'ム拒否を主
張しな Jj ‘;.. '7 ウエート政府 lf公式価絡て売るかどうかを見守る状況にあ<5と
関係会社当局は認 t; てじる.

ウヲヱート、原油船積みを停止一一西側石油会社、プレミアム支払い拒否

810407-4010 rT 153 4 

西側石油各社、 7 ウエート・力量一)t，. の 2-6 ， 50 ドル上乗せ要求き tê否，

810408-4024 白FS 1 

ワヲエートとシェJi..のプレミアムよ乗せ交渉、妥協に近っし

810415・4G13 白FS E 
つつエートとシェルのプレミ ?μ問題に解決の兆しゲ見え始めた.先週末まて
シ工 JJ，.、 B P. 7;' J t，. フおよび日本の顧客は‘プ，レミアムを断固として認めない
再審理聖で.交渉の決定をペンティンフ L.，原油の引曹取りを中止 Lτ いる。また
三菱石油<l， $明 50 万 t のナフラ引き取汁も中止して ν 手，よれうー:阜の動
雪で同国に対する庄カはさきに強まって骨川、先週末の同国S もの繍也 118量
50 万パーレ Jt，. (大部分石油製品)にどとまっ Jよ e

方;z-!l..‘?うエートめ沼崎交渉経過を参考にプレミアふ要求で柔軟姿勢.

ワフエート

810415・40~5 白?S 3 

〆~ l'一間め価格交渉、妥協成立す机ば o P E C 価指に也彫醤.
81 (1420・4015 91J 24 8 

?っ工ートとガル 7 ‘ B ;:、シエ，1.の 3 祉の契約更改に伴う価格交渉は前者 Jj
供給l烹ie全量に閉し 1 〆ーレル 2 -3 "11-のプレミ T ムを重要求、後者 ff 短否と
いう経過をたとっている :i ‘ 1 ド，\..程度のプレミア与で妥協する可能性も強い

7 ウエートは大口顧客の維婦、〆若干ーは需絡の再度興迫化に対する備え }j­

理由，しかし.妥協 ff成主すれば世界石油市場の供給過剰に祖撃を骨旬、 5 同
総会での o P E C 値上げ暢の制約要因に主争て曇毛う，

ワう工ートプレミアム支払いiê否のシ.I: 11- ・ a p に対し原油供給停止e

8104~.!・4015 LT 15 156 司

著作悔重量 日本工卒.I- t ー経済研究所

図 2 世界エネルギー情報データベース出力例
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る方向性の第2 は，前節の非時系列数値情報に関

連したものである.新聞，雑誌の記事内では，種

々の数値情報が出現しては消滅していく.このよ

うな数値情報をコンビュータで自動的に放き出

し，適当なキーワードを付してデータベースを作

っていくことはできないであろうか.完全な自動

化は，構文解析とか意味解析とかいった手法の完

成を待たねばならないが，画面編集などで人聞が

補助することにより蓄積してし、く方法が考えられ

るはずである.文章情報から数値情報を抽出する

方法は，たとえば共産圏に関する情報収集には，

きわめて大きな力を発揮すると考えられる.

現在，国内新聞に関しては，朝日新聞，日経新

聞が電算化を行なっており，コンピュータ・リー

ダフールな全文記事情報が安価な副産物として生産

される段階に入ってきた.そろそろこのような文

章情報を幅広く利用するためのデータベース・シ

ステムを真剣に考えてもよいのではなかろうか.

5. おわりに

以上，エネルギー経済のためのデータベースを

時系列数値情報，非時系列数値情報，文章情報の

3 者に分けて考えてきた.時系列数値情報と文章

情報は，一見してまったく相関がないようにみえ

る.しかし，この間に非時系列数値情報を置くこ

とにより両者の橋渡しを行ない統合して考えるこ

とはできないであろうか.コンピュータは今後ま

すます小型化し，外部記憶容量も近い将来いっそ

うの小型化と増量がなされることは確実である.

日本語による端末装置も今後ますます良い機械が

登場するであろう.非時系列数値情報を中心にし

て，時系列数値情報と文章情報を併合して日本語

による総合エネルギー・データベース・システム

を研究所の一室で利用することを夢見る今日この

ごろである.
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義務経営コンサルタント物

-第23回日時: 2 月 6 日(土) 14:00-17:00 場所:

東京都勤労福祉会館 テーマ: r経営のシステムをリサ

ーチする J 出席者全員で自由討論を行なった.

システムとは人間の英知が創造した虚の実在である.

このシステムなる考え方の活用により，複雑多岐で変転

きわまりない現実を私たちは把握し，理解し，行動し，

問題解決して積極的におのれを生かしながら適応するこ

とが可能になる.経営にシステムなる生きた考え方がい

かに取り入れられ，また活用されているかについて，古

代イスラエルや中国からはじめて，現代におけるシステ

ム思考の先駆者であるパーナード等ならびに現代の現実

の経営について語りあった.

場予測とその周辺課題縁

電力中央研究所参加者 7 名 テーマ: (1)将来の予

測と予測の将来(中村氏)

予測の問題点を適格に論じ予測課題別にし、かなる予

測技法が適合するかを述べ，広く技法の概括を行なう.

(T IMS文献輪読)

(2) 日本経済の成長モデル(村中氏)

グラインによる日本の成長の計量経済モデルを紹介.

後環境システム番多

日時: 2 月 17 日(水) 18:00-20:00 場所:日科技連

出席者: 6 名 議題:エントロビー理論と生態学(11)

有水彊(林業試験場)

生態系の法則としては. (1) natural preservation 

(2) climax (3) ecological naturalism (4) selfｭ

reguJation が考えられる.

2. Best Choice Problem の微分方程式

安田正実(千葉大)

動的計画法を用いて微分方程式を導き，最適政策の形

と種々の問題を解いた.

-第21回日時 2 月 24日(水) 18:00-21 :00 場所:
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